
 

 

 

 

 

 

２年ぶりの体育祭 
校 長  続橋 正寿           

 

今年の体育祭のスローガンは「努来勝(どっこいしょう)」。「努力をし続け、報われる日が来るま

で頑張り、みんなで勝ちにいく」という思いが込められています。新型コロナウイルス感染症拡大

防止のため、競技や時間の短縮など、制約が多い中でしたが、生徒たちは、昼休みや放課後に大縄

跳びや学年種目の練習に意欲的に取り組んでいました。当日の大縄跳びでは、各学級ともそれぞれ

の戦略があり、跳び方、縄の回し方など違っていましたが、どの学級も「いくぞー、せーの」「１・

２・３」などよく声が出ていて気合十分でした。競技終了後は、互いの健闘を称え合い、達成感が

感じられたのでしょう、素敵な笑顔が広がっていました。順位はつきましたが、どの学級もみんな

で協力して取り組んだ自負と喜びに満ちあふれていました。この経験を今後にもぜひとも活かして

ほしいものです。また、この体育祭が成功したのは、体育祭実行委員の努力と活躍、そして生徒全

員の協力があったからです。改めて日吉台中生の力を感じました。 

最後に、この体育祭の選手宣誓に私自身とても感激しましたので、その内容を全文掲載いたしま

す。日吉台中生の熱い思いを感じていただければ幸いです。 

 

宣誓！ 

１年前、開催することのできなかった体育祭。悔しい１年間でした。今年は様々な制約のある中、例年と

は違う形での開催に不安な気持ちになっていた人も多いと思います。しかし、厳しい状況でもここまで体育

祭を創り上げてきた私たちには歴代の先輩方に負けない「強い気持ち」があるはずです。みなさん、真剣

に取り組んだ成果を今こそ発揮しましょう！ 

緑学年のみなさん！初めての体育祭、ワクワクしていますか。もしかしたら１年生のみなさんは緊張し

ているかもしれません。昨年の緑学年の先輩方は最後の体育祭を経験することができないまま、卒業して

しまいました。だから、その先輩たちの分まで、是非、体育祭を楽しんでください。鮮やかな若い草木が芽

吹くような、爽やかな緑の風をグラウンドに吹かせましょう！ 

青学年のみなさん！先輩として迎える初めての体育祭、ドキドキしますね。３年生にとって２年間、共に

過ごしてきた２年生のみなさんとは今日が最初で最後の体育祭です。一緒に悔いのない時間を過ごしまし

ょう。そして先輩として自覚をもって、頑張ってください。荒れ狂う濁流のように勢いよく、この台中に青の嵐

を巻き起こしてください！ 

赤学年！日吉台中学校での最後の体育祭、心はメラメラしていますか。おととしの体育祭。熱くぶつか

りあったあの日を知るのは、私たちだけです。日吉台中学校の伝統を次に繋げることができるのも私たち

だけです。後輩に背中で示せるよう、頑張りましょう。そして、３年分の思いを今ここに燃焼させ、記憶に焼

き付く、そんな熱い赤の炎を燃え上がらせよう！ 

最後に、体育祭が開催されるか分からない中、私たちを今まで支えてくださった先生や保護者、地域の

方々、そして仲間たち、本当にありがとうございます。 

全ての人への感謝が伝わるように全員全力で取り組みましょう！そして、クラスの勝ち負けを超えて大

事なものに向かって心を一つに頑張りましょう！ 

我々、生徒一同は、スポーツマンシップにのっとり、日頃の練習の成果を十二分に発揮し、正々堂々と

戦い抜くことを誓います。 
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予行練習から２日間にわたる本番まで、日吉台中学校で体育祭を経験したことのある唯一の学年とし

て、また最上級生として立派な姿で取り組んでいたことに感動させられました。赤学年のみなさん「日

吉台中学校を巣立つその日まで後輩たちに背中で語る先輩でいきましょう」 

 

 

 

 

 

 


